
▲サイサイまつりで、元気にみこしをかつぐ子どもたち

今月の主な内容
●加西っ子議会…8 ●I Love my town 広原町…12 ●タウントピックス…13 ●タウンインフォメーション…16

�

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

特集 第22回サイサイまつり介護保険ってどんな制度？
（2・3ページ）

（4・7ページ）
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●制度の運営主体（保険者）は、加西市です。
●制度のスタートは、平成12年4月からです。
●「要介護認定」の申請は、平成11年10月からはじまります。
●介護保険に加入するのは、40歳以上の方です。
●寝たきりや痴呆などの場合にサービスが受けられます。
●65歳以上の方（第1号被保険者）

●40歳から64歳までの方（第2号被保険者）

介護保険の
あらまし

護 認 定

●
審
査
会
の
委
員
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
専
門

家
で
構
成
し
ま
す
。

●
認
定
結
果
に
不
服
が
あ
る
場

合
、
兵
庫
県
の
「
介
護
保
険

審
査
会
」
に
申
し
立
て
が
で

き
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会

●認定されなかった高齢者に
も、加西市の独自の事業とし
て介護保険以外のサービスが
行われます。

介護保険の
サービスは
受けられません

非該当

要支援

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

審
　
査
　
判
　
定

認定

●
要
介
護
認
定
は
、
原
則
と
し
て

6
か
月
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま

す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

介
護
保
険
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

1
割
の
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す

①介護を必要とする状態になっても、自立した生活ができるよう、高齢者の介護を社会全
体で支える仕組みです。
②身近なケアプラン作成事業者に相談すれば、これまで福祉と医療に分かれ、窓口も
別々で利用しにくかった介護サービスを総合的に受けられる利用しやすい仕組みです。
③社会保険の仕組みにより、受けられる介護サービスと保険料との関係が分かりやすい仕
組みです。

常に介護を必要とする状態（要介護状態）や、日常生活に支援が必要な状態（要支援状
態）になった場合にサービスが受けられます。

初老期の痴呆、脳血管疾患など老化が原因とされる病気により要介護状態や要支援状態
になった場合にサービスが受けられます。
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特 集

わたしたちはいま高齢化社会のなかにあり、21
世紀の半ばに3人に1人が高齢者という時代を迎え
ようとしています。
寝たきりや痴呆の高齢者が増える一方で、介護

する人も高齢になり、また働きに出る女性も増える
など家族だけで介護することは難しくなっています。
介護は誰もが直面する問題になっています。そ

こで、介護を社会全体で支える「介護保険制度」
が生まれました。

要介護認定の申請から認定まで
10月から開始

●申請は、本人や家族の他、近くの居宅介護支援事業者
（ケアプラン作成事業者）や介護保険施設にも頼めます。

申　請

利
　
用
　
者
（
被
保
険
者
）

要 介

加
西
市
役
所

●訪問調査は、加西市の職員や、加
西市から委託を受けた居宅介護支
援事業者等の介護支援専門員が家
庭等を訪問し、心身の状態などにつ
いて聞き取り調査をします。

コンピュータによる
判　定

訪

問

調

査

●心身の状態などの調査の結果を
コンピュータに入力し、介護に
必要な時間を推計します。

訪問調査の際に
調査項目に関連して
書き取ってきた事項

医
師
の
意
見
書

申請は、次の事業者で代行して
もらうことができます。

・市立加西病院　在宅介護支援センター
・第二サルビア荘　在宅介護支援センター
・ラヴィかさい　在宅介護支援センター
・特別養護老人ホーム 加西の里
・特別養護老人ホーム 第二サルビア荘
・米田病院
・ナイトウメディックス株式会社
（ミクチ薬局本店・野上店）
・ケアハウス香楽園

介護保険からサービスを受け
るためには、寝たきりや痴呆な
どサービスを受けられる状態かど
うかの認定（要介護認定）を受
けることが必要です。加西市役
所に申請すると、原則として30
日以内に結果が通知されます。

まずは要介護認定
の申請から

介護者の50％以上が60歳以上です 介護者の約60％は3年以上介護されています

寝たきり・痴呆などの高齢者が急増しています

（加西市介護保険事業計画策定にかかる実態調査）
平成10年9月実施

●
福
祉
部
保
険
課
（
電
話
42
│
8
7
2
1
）

●
福
祉
部
高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
8
7
2
4
）
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Ｑ
①
福
祉
用
語
は
、
カ

タ
カ
ナ
な
ど
複
雑
で

高
齢
者
が
介
護
保
険
制
度
を
正
し

く
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
？Ａ

①
介
護
保
険
制
度
で

は
、
カ
タ
カ
ナ
言
葉
が

多
く
、
そ
れ
が
職
業
を
意
味
す
る

の
か
、
場
所
の
こ
と
な
の
か
、
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
の
か
、
区

別
が
つ
か
な
い
と
い
う
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
加
西
市
で
は
、
来

年
春
の
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト
を
前

に
説
明
会
や
広
報
等
を
通
じ
詳
し

く
分
か
り
や
す
い
説
明
で
介
護
保

険
制
度
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
②
介
護
を
す
る
人
の
高

齢
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
介
護
者
の
平
均
年
齢
や
介
護

を
し
て
い
る
期
間
な
ど
加
西
市
の

現
状
は
ど
う
で
す
か
？

Ａ
②
平
成
10
年
度
に
実
施

い
た
し
ま
し
た
実
態
調

査
に
よ
り
ま
す
と
、
主
な
介
護
者

は
女
性
が
圧
倒
的
に
多
く
、
半
数

余
り
が
60
歳
以
上
の
方
で
す
。
ま

た
、
介
護
の
期
間
は
、
５
年
以
上

が
39
％
、
３
〜
５
年
が
21
％
、
１

〜
３
年
が
25
％
と
な
っ
て
お
り
、

介
護
者
の
高
齢
化
、
介
護
期
間
の

長
期
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

Ｑ
③
介
護
者
が
持
つ
悩

み
や
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
で
す
か
？

Ａ
③
介
護
で
悩
み
や
不
安

を
お
持
ち
の
場
合
は
、

市
役
所
に
高
齢
者
の
た
め
の
総
合

相
談
窓
口
「
あ
っ
た
か
相
談
窓
口
」、

そ
の
他
、
市
立
加
西
病
院
、
第
二

サ
ル
ビ
ア
荘
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
健
康
福
祉
会
館
内
）
に
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
専
門
の
職
員

が
相
談
に
応
じ
ア
ド
バ
イ
ス
や
保

健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の
橋
渡

し
を
し
ま
す
。

Ｑ
④
保
険
料
は
、
誰
で

も
が
生
涯
払
い
つ
づ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

ど
う
や
っ
て
納
め
る
の
で
す

か
？Ａ

④
介
護
保
険
制
度
は
、

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な

ど
で
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
人
に

訪
問
介
護
や
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
い
う
社
会
保
険
制
度
で
す
。

社
会
保
険
制
度
は
、
一
定
の
保
険

料
の
支
払
い
を
条
件
に
給
付
を
受

け
る
方
式
で
す
。
介
護
保
険
に
は
、

40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
国
民
が
加

入
し
、
毎
月
の
保
険
料
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え

給
付
を
受
け
る
状
態
に
な
っ
て
も

介
護
保
険
制
度
ＱＱＱＱ
＆＆＆＆
ＡＡＡＡ
ス
ペ
シ
ャ
ル

平
成
11
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー

介
護
保
険
制
度
が
平
成
12
年
４
月
か
ら
始
ま
る
の
を
前
に
、
早
く
も
今
年
10
月
か
ら
要
介
護
認
定
の
申
請

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

「
広
報
か
さ
い
」
で
も
、
昨
年
11
月
よ
り
「
介
護
保
険
問
答
」
を
連
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
月
は
７
月
12
日

（月）
に
行
な
わ
れ
た
第
１
回
平
成
11
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
で
、
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
を
中

心
に
介
護
保
険
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ
を
特
集
し
ま
し
た
。
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生
涯
払
い
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
65
歳
以
上
の
人

と
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
に
分
か
れ

ま
す
。
65
歳
以
上
の
保
険
料
は
、

必
要
な
費
用
の
17
％
を
加
西
市
に

住
む
お
年
寄
り
が
全
員
で
負
担
す

る
と
い
う
考
え
方
で
算
出
さ
れ
、

そ
の
う
え
で
所
得
に
応
じ
て
0.5
倍

か
ら
1.5
倍
ま
で
５
段
階
の
格
差
を

つ
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま

す
。
40
歳
か
ら
64
歳
の
保
険
料
は
、

全
国
の
費
用
の
33
％
を
国
民
健
康

保
険
や
健
康
保
険
と
い
っ
た
医
療

保
険
が
そ
れ
ぞ
れ
人
数
に
応
じ
て

分
担
す
る
仕
組
み
で
保
険
料
は
医

療
保
険
に
上
乗
せ
す
る
形
で
集
め

ら
れ
ま
す
。（
保
険
料
の
算
定
は
各

医
療
保
険
の
ル
ー
ル
に
よ
り
ま
す
）

Ｑ
⑤
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
の
申
請
を
す
る

に
は
、
ど
う
す
れ
ば
？

Ａ
⑤
介
護
保
険
で
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な

ど
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
認
定
を
受
け

る
た
め
に
は
、
要
介
護
認
定
申
請

書
を
市
役
所
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
、
本

人
や
家
族
に
よ
る
申
請
が
原
則
で

す
が
、
申
請
が
困
難
な
場
合
は
民

生
委
員
・
民
生
協
力
委
員
さ
ん
又

は
近
隣
の
人
が
代
わ
っ
て
申
請
も

で
き
ま
す
。
申
請
場
所
は
、
市
役

所
の
他
、
近
く
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
等
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
事
業
者
）

や
介
護
保
険
施
設
に
も
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
後
、
市
あ
る
い
は
市
が
委

託
し
た
介
護
支
援
専
門
員
で
あ
る

訪
問
調
査
員
が
、
ご
家
庭
を
訪
問

し
心
身
状
況
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
と
別
途
市
が
依
頼

し
た
か
か
り
つ
け
医
師
の
意
見
書

を
も
と
に
介
護
認
定
審
査
会
に
よ

る
審
査
判
定
の
結
果
、
市
が
要
介

護
度
を
認
定
し
ま
す
。
そ
の
介
護

度
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
、
介
護

度
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
は
必
ず
受

け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
⑥
介
護
度
に
よ
る
支
給

限
度
額
が
今
後
国
で
定

め
ら
れ
、
そ
の
範
囲
内
で
サ
ー
ビ

ス
は
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
⑦
現
在
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
人
が
認
定
か

ら
外
れ
た
場
合
は
、
ど
う
な
り
ま

す
か
？

い
ま
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

は
、
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
⑦
現
在
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
が
、「
自
立
」

と
判
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
介
護

保
険
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

加
西
市
で
は
、
保
健
・
福
祉
事
業

と
し
て
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
し
て
行

く
予
定
で
す
。

ま
た
、
現
在
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
で
「
自
立
」
あ
る
い
は

「
要
支
援
」
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
施
設
か
ら
退
所
し
て
在
宅
の

生
活
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

５
年
間
は
経
過
措
置
と
し
て
施
設

に
入
所
で
き
ま
す
。

Ｑ
⑧
訪
問
介
護
に
必
要

な
ヘ
ル
パ
ー
の
人
員

は
、
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
⑧
市
内
で
は
、
現
時
点
で

１
３
０
人
を
超
え
る
方

が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
従
事

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
介
護
保
険

で
の
訪
問
介
護
の
利
用
希
望
が
高

く
な
っ
た
と
し
て
も
、
充
分
に
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

Ｑ
⑨
資
格
を
取
り
福
祉

分
野
で
活
動
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
ヘ
ル
パ
ー

の
資
格
取
得
に
年
齢
な
ど
の
制
限

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
⑨
年
齢
等
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ
⑩
介
護
保
険
制
度
に

よ
っ
て
「
介
護
放
棄
」

が
助
長
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す

か
。

Ａ
⑩
介
護
保
険
制
度
は
、

３
６
５
日
24
時
間
公
的

な
サ
ー
ビ
ス
で
介
護
を
す
べ
て
賄

え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ

っ
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

本
人
や
家
族
と
の
話
合
い
に
よ
り
、

利
用
者
の
心
身
状
況
に
応
じ
て
１

週
間
の
介
護
計
画
を
作
成
す
る
わ

け
で
す
が
、
介
護
保
険
で
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
時
間
以
外

は
、
現
在
と
同
様
に
家
族
や
地
域

の
方
々
に
よ
る
見
守
り
や
介
護
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
介
護
保

険
に
よ
っ
て
介
護
を
全
く
し
な
く

て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
逆
に
介
護
保
険
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
精
神
的
な

不
安
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
定
し
た
状
態
で
の
介
護
が

行
な
え
る
と
と
も
に
家
族
の
絆
が

強
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
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議
会
の
開
会
前
に
、
ま
ず
市
か

ら
加
西
市
の
あ
ら
ま
し
、
市
役
所

の
し
く
み
や
仕
事
の
内
容
、
将
来

の
計
画
、
市
議
会
の
役
割
と
内
容

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

幅
広
い
関
心
事

北
条
小
学
校
の
小
林
翔
太
君
を

議
長
、
九
会
小
学
校
の
市
場
貴
文

君
を
副
議
長
と
し
て
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
長
の
指
名
で
議

員
一
人
ひ
と
り
が
演
壇
に
立
ち
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
議
員
か
ら
は
、
通
学

路
、
プ
ー
ル
、
図
書
館
、
美
術
館

と
い
っ
た
身
近
な
問
題
が
数
多
く

出
さ
れ
。
ま
た
、
環
境
問
題
、
少

子
問
題
や
消
費
税
な
ど
社
会
問
題

に
も
質
問
は
お
よ
び
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
へ
の
早
期
接
続
を
望
む
声

も
あ
が
り
ま
し
た
。

質
問
に
は
、
本
会
議
同
様
市

長
・
助
役
を
は
じ
め
、
担
当
部
長

ら
が
分
か
り
や
す
く
答
弁
し
ま
し

た
。 子

供
た
ち
の
夢
を

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

こ
の
会
議
で
出
さ
れ
た
質
問
や

意
見
は
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
も

の
は
実
行
に
移
し
、
そ
れ
以
外
の

も
の
も
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ち
び
っ
こ
議
員
が
二
十
一
世
紀
へ
の
提
言

││
第
12
回
加
西
っ
子
議
会
││

7
月
29
日
（木）
市
議
会
議
場
で
第
12
回
加
西
っ
子
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
は
、
日

ご
ろ
子
供
た
ち
が
加
西
市
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を
知
る
た
め
の
広
聴
活
動
で
、

ま
た
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
夏
休
み
の
社
会
学
習
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
当
日
は
市
内
11
の

小
学
校
の
六
年
生
か
ら
24
人
が
議
員
と
し
て
、
ま
た
50
人
が
傍
聴
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

緊張しながらもはっきりと質問

終了後に藤岡市長と記念撮影

７
月
26
日
（月）
、
市
職
員
70
名
を

対
象
に
車
イ
ス
体
験
研
修
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
高
井

寿
郎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
に

よ
る
「
地
域
福
祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」
に
つ
い
て
講
話
の
後
、

車
イ
ス
17
台
を
使
い
、
そ
の
操
作

や
補
助
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
の
目
的
は
、
車
イ
ス

の
（
乗
車
）
体
験
を
通
し
て
、
健

常
者
が
障
害
者
に
対
し
て
理
解
と

認
識
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
に

あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
車
イ
ス
を

操
作
し
て
み
る
と
、
日
常
で
は
気

に
も
留
め
な
い
わ
ず
か
な
段
差
や

傾
斜
が
、
障
害
者
の
方
々
に
と
っ

て
ど
れ
ほ
ど
の
障
壁
に
な
る
か
を

参
加
し
た
職
員
一
人
ひ
と
り
が
痛

感
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

研
修
を
随
時
計
画
し
、
職
員
の
資

質
の
向
上
並
び
に
意
識
改
革
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修

市
職
員
が
車
イ
ス
体
験
研
修
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加
西
市
の
英
語
指
導
助
手
と
し
て

勤
務
さ
れ
た
ジ
ェニ
フ
ァ
ー
・
ブ
レ
ッ
ズ

ド
ー
フ
さ
ん
（
米
国
・
28
歳
）
と
イ

ー
チ
ン
・
リ
ン
さ
ん
（
同
・
22
歳
）

が
、
任
期
の
満
了
に
よ
り
帰
国
さ
れ

ま
し
た
。

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
は
３
年
間
市
内

全
て
の
中
学
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
る

一
方
、
市
民
外
国
語
セ
ミ
ナ
ー
の
講

師
と
し
て
も
活
躍
。
中
学
生
の
み
に

と
ど
ま
ら
ず
、
多
く
の
市
民
と
の
交

流
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ

ー
チ
ン
さ
ん
は
得
意
の
テ
ニ
ス
を
活
か

し
積
極
的
に
生
徒
た
ち
と
ふ
れ
あ
わ

れ
ま
し
た
。

新
し
く
着
任
さ
れ
た
の
は
ロ
バ
ー

ト
・コ
ウ
ズ
さ
ん
（
米
国
・
23
）
と
オ

マ
ー
ル
・
カ
ー
リ
ン
さ
ん
（
カ
ナ
ダ
・

23
歳
）
で
す
。
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
は
、
加

西
市
の
姉
妹
都
市
プ
ル
マ
ン
市
が
あ
る

ワ
シ
ン
ト
ン
州
出
身
の
日
系
４
世
、
オ

マ
ー
ル
さ
ん
は
初
の
カ
ナ
ダ
人
英
語
指

導
助
手
で
す
。

お
二
人
は
、「
自
然
が
多
い
一
方

で
必
要
な
も
の
が
そ
ろ
っ
て
い
る
加
西

市
で
、
生
徒
だ
け
で
な
く
色
々
な

人
々
と
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
は
北
条
中
、
オ
マ
ー

ル
さ
ん
は
善
防
中
で
二
学
期
か
ら
教

壇
に
立
た
れ
ま
す
。
中
学
生
の
み
な

さ
ん
お
楽
し
み
に
。

ジジジジ
ェェェェ
ニニニニ
フフフフ
ァァァァ
ーーーー
ささささ
んんんん
イイイイ
ーーーー
チチチチ
ンンンン
ささささ
んんんん
、、、、
ごごごご
くくくく
ろろろろ
うううう
ささささ
まままま

ロロロロ
ババババ
ーーーー
トトトト
さ
ん
、
オオオオ
ママママ
ーーーー
ルルルル
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
加
西
へオマール・カーリンさん

（カナダ）
ロバート・コウズさん

（米国）

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
は
、
毎
年
１
回
前
年
の
所
得
や

家
族
の
状
況
に
つ
い
て
届
が
必
要

で
す
。
ま
だ
の
方
は
必
ず
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
児
童
扶
養
手
当

父
と
生
計
を
共
に
で
き
な
い
児
童

の
母
や
、
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
２
段

階
の
所
得
制
限
を
設
け
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

〈
対
象
と
な
る
児
童
〉

・
父
母
が
離
婚
後
、
父
と
生
計
同

一
で
な
い
。

・
父
が
死
亡
（
遺
族
年
金
無
）
ま

た
は
生
死
不
明
。

・
父
に
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る

た
め
、
就
労
で
き
な
い
。

・
婚
姻
せ
ず
に
生
ま
れ
た
。

・
父
が
１
年
以
上
拘
禁
。

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
・
精
神
に
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監

護
す
る
父
や
母
等
、
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
。

（
所
得
制
限
あ
り
）

問
合
先

社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

次
の
デ
ザ
イ
ン
の
中
か
ら
選
ん

で
い
た
だ
く
か
、
ご
自
分
で
考
え

ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
の
上
、

〒
６
７
５
│
２
３
０
３
北
条
町
古
坂

１
│
１
「
大
き
な
木
」
運
営
委
員
会

事
務
局
（
電
話
42
│
２
７
２
３
）
ま

で
　
※
当
選
者
に
は
豪
華
商
品

加
西
市
で
は
、
広
報
広
聴
活
動

の
一
環
と
し
て
、
次
の
日
程
で
市

政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、「
見
て
歩
く
行
政
、
聞

い
て
歩
く
行
政
」
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
夢
や
要
望

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
市
民

と
行
政
の
相
互
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

尚
、
今
回
の
主
な
テ
ー
マ
は

「
地
方
分
権
と
行
政
改
革
」
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
各
校
区
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

問
合
先

秘
書
広
報
課

（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

市
民
劇
団
「
大
き
な
木
」

シシシシ
ンンンン
ボボボボ
ルルルル
ママママ
ーーーー
クククク
募募募募
集集集集

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

日　程　表
校 区 名 月　日

10月 7日�
9月28日�

場　　所
コミセン小ホール
ＪＡ富田支店
賀茂会館
善防公民館
ＪＡ九会支店
ＪＡ富合支店
ＪＡ多加野支店
ＪＡ西在田支店
ＪＡ在田支店

北 条 校 区
富 田 校 区

9月29日�賀 茂 校 区
9月24日�下 里 校 区
10月 4日�九 会 校 区
10月 5日�富 合 校 区
9月30日�日吉宇仁校区
9月27日�西在田校区
10月 8日�在 田 校 区

☆時間：午後8時～9時30分

（木）
（火）
（水）
（金）
（月）
（火）
（木）
（月）
（金）
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☆
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

六
月
の
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
四
十
一
名
〕

（
一
般
受
講
者
　
　
　
十
二
名
）

（
小
中
学
校
教
員
　
二
十
九
名
）

▽
時
里
佳
子
（
北
条
町
北
条
）
▽

山
田
智
也
（
北
条
町
東
高
室
）
▽

東
一
陽
大
（
野
田
町
）
▽
小
西
大

介
（
西
笠
原
町
）
▽
小
岩
大
介

（
田
原
町
）
▽
小
林
美
智
子
（
栄
町
）

▽
坂
下
広
大
（
下
宮
木
町
）
▽
柏

木
実
咲
（
若
井
町
）
▽
長
谷
川
昌

美
（
姫
路
市
）
▽
前
田
尚
子
（
西

脇
市
）
▽
吉
田
博
美
▽
小
田
香

（
加
古
川
市
）

〔
再
講
習
者
　
四
十
一
名
〕

（
小
中
学
校
教
員
　
四
名
）

畦
焼
き
・
ゴ
ミ
焼
却
火
か
ら
の

出
火
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

焼
却
時
は
気
象
状
況
に
注
意
し

消
火
準
備
を
し
て
か
ら
行
い
ま
し

ょ
う
。

火
災
・
救
急
の
実
態

（
平
成
11
年
1
月
〜
6
月
）

〔
火
災
〕

交
通
事
故
の
出
動
件
数
は
昨
年

同
期
の
六
二
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〔
救
急
〕

交
通
事
故
に
よ
る
出
動
件
数
が

七
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

〔
1
1
9
通
報
〕

慌
て
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
正
確
に
。

〔
種
別
〕
火
事
・
救
急
・
救
助

〔
場
所
〕
地
番
・
電
話
・
目
標
物

〔
内
容
〕
燃
焼
物
・
症
状
・
状
況

〔
救
助
〕

★
交
通
事
故
激
増

★
焼
却
火
に
注
意

☆
日
頃
か
ら
の
備
え

○
２
〜
３
日
分
の
食
料
、
飲
料
水

等
を
備
蓄
す
る
。

○
家
具
等
の
転
倒
・
収
納
物
の
落

下
に
対
す
る
防
止
対
策
を
確
認

す
る
。

○
非
常
用
持
出
用
品
を
準
備
す
る

（
救
急
箱
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中

電
灯
、
非
常
食
品
な
ど
）。

☆
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
（
日
頃
か

ら
家
の
ま
わ
り
を
観
察
す
る
）

○
山
鳴
り
や
木
立
の
裂
け
る
よ
う

な
音
、
ド
ン
と
い
う
よ
う
な
音

が
し
た
り
す
る
。

○
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
川
の
水
が
急
激
に

減
り
始
め
た
り
す
る
。

○
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

○
地
面
の
一
部
が
陥
没
し
た
り
隆

台
風
・
大
雨
対
策

地
震
対
策

起
し
た
り
す
る
。

○
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
と
落
ち
て
く

る
。

○
崖
に
裂
け
目
が
で
き
る
。

○
崖
か
ら
水
が
湧
い
て
く
る
。

防
災
週
間
中
、
非
常
持
出
袋
を

希
望
さ
れ
る
方
に
無
料
配
布
し
ま

す
。

受
取
期
間

８
月
30
日
（月）
〜

９
月
３
日
（金）

受
取
場
所

市
役
所
企
画
室
、
消

防
本
部
、
善
防
公
民
館
、
南
部
公

民
館
、
北
部
公
民
館

※
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

品
切
れ
の
場
合
は
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。

わ
が
家
わ
が
ま
ち
の
防
災
対
策

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
を
心
が

け
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
自
ら
の
身
の
安
全
を
守
る
よ
う
行
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

8
月
30
日
〜
9
月
5
日
は
防
災
週
間
で
す

「
日
頃
の
備
え
」
と

「
早
め
の
避
難
」
を
!

避
難
場
所
は
、

各
小
学
校
・
中
学
校
で
す
。
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「
地
名
」
は
、
そ
れ
自
体
が
地
域

の
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
、

様
々
な
こ
と
が
ら
を
物
語
っ
て
い

る
。「

加
西
市
史
」
自
然
編
の
調
査
の

一
環
と
し
て
地
名
を
調
べ
て
い
る

が
、
市
内
に
は
難
し
い
読
み
方
を

す
る
地
名
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ

れ
る
。

「
鎮
岩
」
と
い
う
表
記
を
初
め
て

見
て
即
座
に
「
と
こ
な
べ
」
と
読

め
る
人
は
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
い

る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
両
月
（
わ

ち
）、
都
染
（
つ
そ
め
）、
馬
渡
谷

（
も
う
た
に
）、
越
水
（
う
て
み
）、

芥
田
（
け
た
）
に
至
っ
て
は
、
も

う
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
だ
ろ
う
。

か
つ
て
埼
玉
県
秩
父
地
方
を
調

査
し
て
い
た
時
、
地
形
図
上
で

「
坂
戸
」
と
記
さ
れ
て
い
る
付
近
に

い
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
確
証
を

得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
近
く
で
子

守
り
を
し
て
い
る
老
婆
に
「
こ
こ

は
『
さ
か
ど
』
で
す
か
」
と
尋
ね

る
と
、
彼
女
は
怪
訝
な
顔
を
し
て

「
あ
あ
、『
ば
ん
ど
』
だ
ね
」
と
答

え
た
。

埼
玉
県
に
は
坂
戸
市
（
さ
か
ど

し
）
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
が
常

識
的
と
な
り
、
坂
戸
「
ば
ん
ど
」

と
読
む
の
は
難
し
い
。

地
名
は
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
表
記
や

一
般
的
な
読
み
方
ば
か
り
に
と
ら

わ
れ
て
い
る
と
間
違
う
、
と
い
う

よ
い
経
験
で
あ
っ
た
。

地
名
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
の

可
能
性
と
想
像
力
を
掻
き
立
て
る

刺
激
的
な
材
料
で
あ
る
。
生
き
た

歴
史
資
料
で
あ
る
地
名
を
守
り
、

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で

あ
る
。

（
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教
授
）

地名・字名の現地調査
＝上芥田町で

難
し
い
加
西
の
地
名

│
古
い
歴
史
と
の
関
わ
り
│

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
自
然
部
会

田
　
中
　
智
　
彦

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

☆
市
敬
老
会

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
長
寿
を
祝
っ
て
、
健
康
福
祉
会
館

で
敬
老
会
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

�
日
　
程

�
対
　
象

大
正
13
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

�
と
こ
ろ

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

�
内
　
容

式
典
・
松
丸
屋
美
里
劇
団
に
よ
る
公
演

�
送
　
迎

婦
人
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
バ
ス
送
迎

�
問
合
先

高
年
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７
２
４
）

☆
九
会
地
区
・
多
加
野
地
区
の
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

九
会
地
区
・
多
加
野
地
区
の
対
象
者
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
人
た

ち
の
手
に
よ
り
、
身
近
な
地
域
単
位
で
心
の
こ
も
っ
た
お
祝
い
会
「
高
齢
者

あ
っ
た
か
推
進
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

時
間

日9
月
12
日
�

9
月
15
日
�

午
前
9
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

富
田
・
賀
茂
・
加
西
の
里

富
合
・
下
里

北
条
・
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘

西
在
田
・
在
田

敬
老
月
間
ふ
る
さ
と

福
祉
事
業

９
月
中
、
健
康
福
祉
会
館
に
お

い
て
松
丸
屋
美
里
劇
団
に
よ
る
芝

居
公
演
（
入
場
無
料
）
を
行
い
ま

す
。又

65
歳
以
上
の
方
に
は
、
風
呂

の
利
用
も
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

会
館
へ
お
越
し
下
さ
い
。

▼
芝
居
公
演
日
（
入
場
無
料
）

９
月
１
〜
５
日
・
７
〜
11
日
・

14
日
・
16
〜
19
日
・
21
〜
22
日
・

24
〜
26
日
・
28
〜
29
日

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
（
昼
休
憩
あ
り
）

▼
風
呂
無
料
日
（
65
歳
以
上
の
方
の
み
）

９
月
１
〜
５
日
・
７
〜
12
日
・

14
〜
19
日
・
21
〜
22
日
・
24
〜
26

日
・
28
〜
30
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
６
時
30
分

▼
問
合
先

福
祉
部
・
高
年
福
祉

課
（
電
話
42
│
８
７
２
４
）

▼
送
迎
バ
ス

市
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
等
10
名

以
上
の
団
体
に
つ
い
て
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。（
要
予
約
）

申
込
先

加
西
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
総
務
課（
電
話
42
│
８
８
８
８
）

★
日
　
時

10
月
１
日
（金）

午
前
10
時
15
分
〜

★
場
　
所

健
康
福
祉会

館
ホ
ー
ル

★
対
象
者

７
月
１
日
現
在
、
市

内
在
住
で
満
65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
し
の
方

★
参
加
費

５
０
０
円（

当
日
徴
収
）

★
申
込
先

担
当
民
生
委
員
さ
ん

ま
で

★
問
合
先

社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
係

（
電
話
42
│
８
８
８
８（
内
２
３
４
））

ひ
と
り
暮
し
老
人
の
つ
ど
い

手
作
り
の
料
理
や

い
ろ
ん
な
催
し
で
お
も
て
な
し



ホ
タ
ル
も
川
面
に
いっ
ぱ
い
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
。
下
水
道
も
完
備
さ
れ
れ

ば
、
き
っ
と
川
も
き
れ
い
に
な
り
、
昔

の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
火
で
い

っ
ぱ
い
に
な
る
日
も
そ
ん
な
に
遠
く
な

い
で
し
ょ
う
。
公
会
堂
や
下
水
道
の

整
備
、
ま
た
来
年
は
、
石い
そ

部べ

神
社
の

秋
祭
り
当
番
な
ど
、
町
も
一
段
と
忙

し
く
な
り
ま
す
が
、
町
の
人
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
外
国
人
の
方
と
の
親
睦
も

深
め
、
仲
よ
く
ふ
れ
あ
え
る
町
に
し

た
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

蝉
時
雨
が
降
り
し
き
り
、
ふ
る
さ
と

の
山
や
川
が
い
つ
ま
で
も
こ
こ
ろ
に
息

づ
き
輝
い
て
い
る
町
と
い
う
印
象
を
強

く
う
け
ま
し
た
。

12

市
街
地
か
ら
県
道
大
和
・
北
条
停

車
場
線
を
北
に
、
古
坂
隧
道
す
い
ど
う

、
殿
原

町
溝
口
み
ぞ
ぐ
ち

を
通
り
、
佐
谷
川
と
芥け

田た

川が
わ

が
合
流
し
、
万
願
寺
川
に
架
か
る

落
合
橋
を
過
ぎ
、
県
道
滝
野
・
市

川
線
と
の
交
差
点
に
向
か
う
あ
た
り

か
ら
北
に
広
が
る
65
戸
余
の
町
並
み
。

昔
、
原
っ
ぱ
で
広
く
覆
わ
れ
て
い
た
と

い
う
地
名
の
と
お
り
、
約
20
町
歩
の

圃
場
整
備
の
田
が
広
が
り
、
そ
れ
を

見
下
ろ
す
丘
陵
地
に
あ
る
広
原
町
、

区
長
小
山
郁
男
さ
ん
宅
を
伺
い
ま
し

た
。「
20
年
も
続
く
毎
年
の
行
事
は
、

１
月
15
日
に
行
う
「
と
ん
ど
」
で
す
。

こ
の
と
ん
ど
は
、
隣
保
で
持
ち
寄
っ
た

竹
で
直
径
３
ｍ
余
り
の
輪
を
作
り
、

高
さ
６
ｍ
に
も
な
る
大
き
い
も
の
で
、

正
月
松
の
内
か
か
げ
て
い
た
〆
飾
り

と
一
緒
に
火
を
つ
け
て
燃
や
し
、
残

り
火
で
お
餅
や
ダ
ン
ゴ
を
焼
い
て
食
べ

一
年
の
無
病
息
災
と
、
子
供
た
ち
は

書
き
初
め
を
燃
や
し
習
字
の
上
達
を

願
う
子
供
か
ら
大
人
ま
で
が
新
年
を

お
祝
い
す
る
ふ
れ
あ
い
の
行
事
と
し
て

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
念
願

で
あ
っ
た
公
会
堂
も
建
て
替
え
る
計

画
で
、
先
月
地
鎮
祭
も
終
え
、
来
年

の
５
月
完
成
の
予
定
で
す
。
60
余
年

の
町
の
歴
史
を
見
つ
づ
け
た
木
造
の
建

物
に
は
愛
着
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、

も
う
す
ぐ
お
別
れ
で
す
。
こ
の
公
会

堂
で
今
年
最
後
の
七
夕
祭
り
を
子
供

会
で
行
い
ま
し
た
。
昔
と
違
い
小
学

生
の
数
も
12
名
と
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
短
冊
た
ん
ざ
く

に
願
い
事
を
託
し
、
竹

笹
に
夢
を
結
ぶ
こ
の
恒
例
の
祭
り
は
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
思
い
出
と
し
て

続
け
た
い
行
事
で
す
。
町
に
は
、
中

国
人
の
研
修
生
も
増
え
、
朝
夕
、
自

転
車
に
乗
っ
て
通
勤
す
る
人
も
多
く

な
り
町
も
カ
ラ
フ
ル
で
活
気
の
あ
る
町

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
家
の

近
く
に
は
、「
女
の
み
ち
」
で
一
世
を

風
靡
し
た
歌
手
の
宮
史
郎
さ
ん
の
お

宅
が
あ
り
ま
す
が
、
地
元
泉
中
学
校

で
の
「
先
輩
に
学
ぶ
会
」
に
講
師
で

出
席
し
、
ご
自
分
の
体
験
か
ら
様
々

な
苦
労
を
話
さ
れ
、
中
学
生
と
一
緒

に
ヒ
ッ
ト
曲
も
歌
わ
れ
る
な
ど
、
時
に

は
故
郷
に
も
帰
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
も
後
援
会
の
副
会
長
を
し
て

お
り
、
来
る
９
月
23
日
加
西
市
民
会

館
で
芸
能
生
活
40
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
公
演
に
向
け
、
多
く
の

方
に
見
に
き
て
い
た
だ
く
た
め
頑
張

っ
て
い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
町
に
は
、
谷
間
か
ら
流
れ
る
佐
谷

川
、
芥
田
川
、
万

願
寺
川
の
３
本
の

川
と
、
四
季
折
々

の
花
が
咲
く
山
や

田
は
今
も
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
子

供
の
頃
に
は
、
ま

ち
中
に
社
町
ゆ
き

バ
ス
の
乗
り
場
が

あ
っ
て
、
乗
合
木
炭

バ
ス
が
走
り
、
遠

く
の
町
か
ら
歩
い
て

こ
の
町
ま
で
来
ら

れ
て
い
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
ま
た

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

広原町区長の
小山郁男さん

老人会でお世話されている花壇（大歳神社前）

まちの数字 69世帯　228人
（男112人・女116人）

次回は下芥田町の予定です。

川
と
国
際
色
豊
か
な

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち

子ども会の七夕まつり
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去
る
７
月
25
日
（日）
、
市
民
会
館
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
映
画
会「
学
校
Ⅲ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

太
陽
が
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る

暑
い
一
日
で
し
た
が
、
午
前
中
３
６

４
人
、
午
後
３
５
８
人
の
皆
さ
ま
に

映映映映
画画画画
会会会会
「「「「
学学学学
校校校校
ⅢⅢⅢⅢ
」」」」
開開開開
催催催催

７月25日（日）～８月１日（日）、「加西
発　緑の協力隊」（三枝正男隊長以下
14名）が、中国内モンゴル自治区の
クブチ沙漠で、松60本とポプラ14本
の植樹とポプラの森の剪定作業を現
地の日本人ボランティアと協力して
行ないました。

家庭のごみは、燃やすごみ・燃やせな
いごみ・埋め立てごみ・粗大ごみ・資
源ごみの５つに分類して、ごみ収集カレン
ダーに従い計画的に収集されます。今回
この分別を徹底していただくため、全市
のごみターミナルにごみ出しマナー看板が
設置されました。

ごみ出しマナー看板登場

7月23日（金）から24日（土）にかけて今
年で６回目となる「‘99TS24時間マラ
ソン野球大会」が開催されました。21
チーム（内少年野球団４チーム）参加
の下、24時間81イニングスで、三振95
個にホームランは26本、皆様お疲れ様
でした。

“126対78”、何のスコア？

沙漠に植樹

私
の
夢

西
在
田
小
学
校
五
年

大
豊
か
お
り
さ
ん

わ
た
し
の
夢
は
、
声
優
に

な
る
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん
な

ア
ニ
メ
の
声
を
い
っ
ぱ
い
や
っ

て
み
た
い
で
す
。

わ
た
し
は
、
特
別
に
い
い

声
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け

れ
ど
、
自
分
が
い
つ
も
と
違

う
声
を
出
し
て
い
ろ
ん
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
主
人
公
に
な

れ
る
の
は
、
と
て
も
お
も
し

ろ
い
の
で
、
や
っ
て
み
た
い
で

す
。

7月13日（火）、三洋電機�より、同社
製の椅子式マッサージャー３台が寄
贈されました。
以前に寄贈を受けたマッサージャ

ーの老朽化に伴うもので、健康福祉
会館３階ロビーに設置されており、
どなたでもお使いいただけます。

三洋電機�が椅子式マッサージャー寄贈

鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

映
画
の
内
容
は
、「
私
、
45
歳
、

生
徒
で
す
」
と
題
し
、
再
就
職
を
目

指
し
て
技
術
専
門
学
校
で
学
ぶ
生
徒

た
ち
の
支
え
合
う
姿
が
描
か
れ
て
い

ま
し
た
。

笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
２
時
間
、
十

分
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ロ
ビ
ー
で
行
な
わ
れ
た「
す
み
れ
会
」

手
作
り
品
バ
ザ
ー
に
も
た
く
さ
ん
の

方
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
メ
ン
バ

ー
も
と
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
映
画
会
の
収
益
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
会
の
活
動
費
と
し
て
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

21チームが勢揃いした開会
式の様子。

すみれ会のバザーの様子（映画会の会場で）

ごみの分別にご協力を!

早速利用されるマッサージ機

沙草方格と呼ばれる柵の中
に松を植える隊員
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同和教育
シリーズ

人権を守ることとはどんなことか身近な例で考
えてみましょう。
『…走行中、私の車の前にお年寄りがふらふら
と道路に飛び出してきました。ブレ－キ音に気づ
いた風もなく、斜めに横切っていきます。おぼつか
ない足取りはクラクションを鳴らせば驚いてよろけ
そうなので気はせきながらジッとまちました。
また数分後、すぐ前の女性ドライバ－がブレ－キ
を踏み、方向指示器を点滅させながら左路肩に寄

りました。ところが、追い抜こうとした途端に、そ
の車はまた直進を始め、もう少しでぶつかりそう
になりました。私は、思わず「年寄りと女はかな
わん！」と言ってしまいました。ふと見ると、助手
席の高齢女性が私をにらんでいます。』（みちしる
べ６８より）
高齢者の中には、聴覚の鈍っている方、首だけ

を回したり、上半身だけ向きを変えるということが
困難な方もおられます。わたしたちが配慮を欠く
と、その方々の生命や安全まで脅しかねません。
「思わず」・「何気なく」言った言葉がそれをぶ
つけられた人はもちろん、周囲の人の心をも傷つ
けていることが、身の回りにはたくさんあるのでは
ないでしょうか。

人権の世紀への新たな出発

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

古
墳
時
代
後
期
（
約
一
五
〇
〇

年
前
）
に
な
る
と
、
山
の
尾
根
や
丘

陵
部
に
小
規
模
な
古
墳
を
た
く
さ
ん

造
る
「
群
集
墳
」
が
出
現
し
ま
す
。

群
集
墳
の
特
徴
は
、
規
模
が
小
型
化

し
、
以
前
は
地
方
の
豪
族
ま
で
し
か

許
さ
れ
な
か
っ
た
古
墳
築
造
が
、
村

落
の
有
力
者
に
ま
で
許
さ
れ
た
こ
と

で
す
。

富
田
地
区
に
あ
る
古
墳
群
も
、
こ

の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
て
造
ら

れ
た
古
墳
な
の
で
す
。

タ
ン
ダ
山
古
墳
群
（
八
基
、
木
棺

直
葬
）
の
二
号
墳
か
ら
は
、
刀
・
銅

鈴
・
馬
鐸
、
や
っ
と
こ
・
砥
石
な
ど

の
鍛
冶
工
具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

鍛
冶
工
具
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
被

葬
者
が
製
鉄
を
生
業
と
す
る
鍛
冶
集

団
の
有
力
者
で
、
周
辺
に
は
鍛
冶
集

団
が
生
活
す
る
集
落
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
他
に
、
寺
山
群
集
墳
（
10
基
、

横
穴
石
室
）、
徳
ヶ
谷
古
墳
群
（
10

基
、
箱
式
石
棺
）、
福
居
古
墳
群

（
四
基
、
木
棺
直
葬
）
等
が
あ
り
ま

す
。
各
古
墳
群
の
埋
葬
方
法
の
違
い

が
、
古
墳
群
の

時
期
差
を
表
す

の
か
、
被
葬
者

集
団
の
身
分
の

格
差
を
表
す
の

か
は
、
ま
だ
解

明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

76

富
田
地
区
の
古
墳
群
…
富
田
地
区

群
集
す
る
古
墳

古
墳
の
小
型
化
と
被
葬
者
層
の
拡
大

タンダ2号墳出土鍛治道具

①タンダ山古墳群　②寺山群集墳
③徳ケ谷古墳群　　④福居古墳群

「
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
会
」

下下下下
里里里里
小小小小
学学学学
校校校校

雲
一
つ
な
く
真
っ
青

に
は
れ
わ
た
り
、
善

防
山
の
緑
が
鮮
や
か
な
５
月
、
第
15

回
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

校
区
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
小
学
校
に
集
ま
り
、
町
対
抗
リ

レ
ー
や
応
援
合
戦
等
を
行
っ
て
、
お

互
い
の
親
睦
を
図
っ
た
校
区
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
大
会
が
き
っ

か
け
で
始
ま
り
ま
し

た
。小

学
生
の
頃
は
、

親
と
子
、
教
師
と
子

ど
も
、
そ
し
て
子
ど

も
同
士
の
ふ
れ
あ
い

が
と
て
も
大
切
で
す
。

子
ど
も
の
話
を
よ
く
聞
き
、
子
ど
も

に
よ
く
声
を
か
け
、
一
緒
に
遊
ぶ
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
蓄
え
、
勉
強
や
他
の
活
動
に
も
熱

中
し
て
が
ん
ば
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。
今
年
は
親
子
が
ペ
ア
に
な
っ
て
障

害
物
競
走
や
む
か
で
競
走
な
ど
16
種

目
を
行
い
ま
し
た
が
、
ど
の
子
ど
も

の
目
も
嬉
々
と
し
て
輝
い
て
い
ま
し

た
。運

動
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
ま
し
た
。

６
年
生
の
児
童
は
放
課
後
、
ラ
イ
ン

を
引
き
、
準
備
物
の
出
し
入
れ
の
練

習
を
し
、
当
日
は
て
き
ぱ
き
と
準
備

や
片
付
け
が
で
き
ま
し
た
。
日
記
に

は
、「
ふ
れ
あ
い
運
動
会
の
準
備
を
し

て
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。
６
年
生
は

色
々
な
行
事
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

重
要
な
学
年
な
ん
だ
な
と
準
備
を
し

て
い
て
思
い
ま
し
た
。」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
、
行
事
を
通

し
て
責
任
を
果
た
す
こ
と
の
大
切
さ

も
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

参
加
後
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
方
々
、

先
生
方
に
は
大

変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
と

て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
親
子

の
ふ
れ
あ
い
は
、

家
で
は
な
か
な

か
難
し
く
、
こ
の
よ
う
な
企
画
は
と

て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
い

う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
変
お
忙
し
い
中
、
た
く
さ
ん
の

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
方
の
参
加
を

得
て
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
の
心

に
楽
し
い
思
い
出
が
残
る
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
、
よ
り
よ
い
親
子
ふ
れ

あ
い
運
動
会
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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を
自
覚
し
ま
す
。
濁
り
が
進
行
す
る
と
か
す

み
も
強
く
な
り
、
次
第
に
物
が
見
え
に
く
く

な
っ
て
き
ま
す
。
光
の
強
い
戸
外
や
逆
光
で
は

濁
り
で
光
が
反
射
す
る
た
め
に
眩
し
い
と
い
う

症
状
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
水
晶

体
の
濁
り
方
に
よ
っ
て
は
、
物
が
２
つ
に
も
３
つ

に
も
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
晶
体
に

は
神
経
や
血
管
が
な
い
た
め
、
痛
み
や
充
血
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
晶
体
の
濁
り
が
進
ん
で
緑

内
障
に
な
る
と
急
に
痛
み
や
充
血
が
起
こ
り

ま
す
。

水
晶
体
が
濁
る
原
因
に
は
糖
尿
病
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
全
身
病
や
緑
内
障
な

ど
の
他
の
眼
疾
患
、
薬
の
副
作
用
、
遺
伝
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
50
歳
以
上
の
健
康
者
に

も
起
こ
り
ま
す
。

白
内
障
の
治
療
は
、
薬
物
治
療
、
手
術
治

療
が
あ
り
ま
す
。
水
晶
体
の
混
濁
を
遅
ら
せ

る
薬
剤
と
し
て
点
眼
液
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
通
常
は
混
濁
が
進
行
し
て
視
力
が
低
下

し
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な

る
と
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
日

本
で
は
一
年
間
に
約
20
万
人
の
人
が
老
人
性

白
内
障
の
手
術
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手

術
を
行
う
時
期
、
年
齢
、
症
状
な
ど
に
つ
い
て

は
主
治
医
と
よ
く
相
談
し
た
う
え
で
行
え
ば

心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
老
人
性
白

内
障
は
適
切
な
治
療
に
よ
り
、
視
力
の
回
復

が
望
め
る
疾
患
で
す
。

人
の
目
は
よ
く
カ
メ
ラ
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
に
相
当
す
る
働
き
を
す
る
の

が
水
晶
体
で
す
。
本
来
、
水
晶
体
は
透
明
な

組
織
で
光
を
通
過
し
、
眼
底
の
網
膜
に
光
を

集
め
る
働
き
を
し
ま
す
。
こ
の
水
晶
体
が
濁
っ

た
状
態
を
白
内
障
と
い
い
ま
す
。
人
の
水
晶
体

は
直
径
９
mm
、
厚
さ
４
mm
の
凸
レ
ン
ズ
状
の
組

織
で
、
レ
ン
ズ
と
し
て
光
を
集
め
る
働
き
と
ピ

ン
ト
を
合
わ
せ
る
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

能
は
年
を
と
る
と
共
に
低
下
し
、
近
く
の
も

の
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態
を
、

老
視
（
老
眼
）
と
い
い
ま
す
。

さ
て
、
老
人
性
白
内
障
に
な
る
と
、
ど
ん

な
症
状
が
現
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
水
晶

体
の
濁
り
が
中
心
部
に
及
ん
で
く
る
と
か
す
み

市立加西病院

眼科医員

石川須美子

老
人
性
白
内
障
の
話

││
白
内
障
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
││

歯磨きの要領は、靴下の汚れ、
うっかり落としたしょうゆのシ
ミ、お茶碗にこびりついたごは
ん粒を取るのと同じです。汚れ
はできるだけ早い目に洗い、汚
れに当たるように集中的に小さ
く動かし、徐々に移行し全体に
スッキリさせていきましょう。

（加西市歯科衛生士会）

歯磨きの要領

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
〈作り方（4人分）〉
①そうめん1.5束の先端をたこ糸で縛りゆでる。水で
ぬめりをとったあと、キッチンペーパーの上に置き
よく水切りする。（この水切りがとっても大切です）
② ……図……
巻きずしの要領で手前から巻く。具は、ツナ、た
らこ、卵焼き、野菜、きのこ等変化のあるものに
しましょう。
③好みにより天つゆをかけていただくのもいいでしょ
う。巻いてから長時間置く時は、適当な長さに切
り、切り口を上にしておく方がよいでしょう。

昨年、血圧が190mm/Hg～106mm/Hg
（正常最高血圧139mm/Hg、最低血圧
89mm/Hg以下）と高かったＴさん。健診
後受診をして降圧剤を飲み、今年はほぼ
正常の血圧になっています。
実は昨年の健診で保健婦にすぐ受診す
るように言われたのですが、Ｔさんは「血
圧が高いのはもう何年も前からやし自覚症
状もない。それに医者にかかって薬をもろ
たこともあるけど、飲んだらフラフラするか
らやめてしもたわ。」と話されました。そこ
で保健婦は「血圧が高くて症状が出るこ
とは稀ですが、血管が強い圧力で長い年
月の間に傷んで破れ、出血し、脳卒中に
よる死亡や半身麻痺の原因にもなりかねな
いんですよ。Ｔさんには薬を飲んで副作用
が出たことがあるようですが、調子が悪い
からと勝手にやめるのではなく、主治医に
相談することが大切です。」と話しました。
再度受診されたＴさんに別の薬が出さ

れ、３回目の薬でやっと副作用もなく血圧
も落ち着いてきたようです。Ｔさんは「薬を
飲んだら調子が悪いと言うのは勇気がいっ
たけど、先生は薬も変えてくれたし、健康
手帳に受診した時の血圧や薬の名前も書
いてもらえ、薬の作用も説明してくれるか
ら、自分も血圧や体調に関心を持って何
でも先生に聞けるようになったわ。」と話さ
れました。
薬には副作用を起こす可能性がありま

すが、処方された薬は必要な薬です。勝
手にやめるのではなく、主治医に相談し、
今後どうすれば良いか、一緒に決めてい
きたいものです。

薬は勝手に中断せずに
主治医はあなたの健康パートナー

〈シェフから一言〉
食欲が落ちる暑い夏、変化

に富んだ献立にも心配りをして
みましょう。ちなみに、そうめん
１束は茶碗１杯のごはんと同じ
エネルギーです。

い
ず
み
会
会
員
（
西
笠
原
町
）

田
中
　
春
子
さ
ん



16

街で呼び止められ化粧品を購入。代金35万円は
ローンで支払うことにして契約した。使用後、顔にぶ
つぶつができたので返品を申し出たが、サラ金から借
りたことになっていて支払いは止められないという。
最近、信販会社とクレジット契約を結んだつもりが、

実際はサラ金から借金した形になっているケースが増
えています。
サラ金との契約はお金の貸し借りだけなので、商品

を買っていても販売店と問題が生じた時に代金の支
払いを止めてくれません。この場合は、販売店と解約
交渉しながらサラ金業者に支払い停止を申し出て、
ねばり強く交渉するしかなく、解決は困難です。
契約書に「融資」・「借入金」・「利息」等の文字

があれば気をつけてください。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「貸金型クレジットに注意!」
Ｑ

Ａ

ハナサク

対
象
者

生
後
６
カ
月
〜
48
カ
月

（
４
歳
）
未
満
の
児

日
　
程

ツ
ベ
リ
ク
リ
ン
反
応
及
び

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
期
の
接
種
（
三
種
混
合
）

に
よ
る
抗
体
は
弱
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
接
種
で
再
び
抗
体

価
を
高
め
病
気
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

小
学
６
年
生

期
　
間

８
月
31
日
（火）
ま
で

料
　
金

無
料

も
っ
て
来
る
も
の

母
子
健
康
手

帳
、
健
康
保
険
証

実
施
場
所

指
定
医
療
機
関
（
左

記
）
要
予
約

小
学
6
年
生

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

日
　
時

９
月
５
日
（日）

午
前
９
時
〜

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

種
　
目

①
ふ
れ
あ
い
ラ
リ
ー
戦

②
ダ
ブ
ル
ス
団
体
戦

（
１
部
・
２
部
）

参
加
費

１
チ
ー
ム
１，
０
０
０
円

（
当
日
納
付
）

申
込
先

８
月
30
日
（月）
ま
で
に
、

所
定
の
参
加
申
込
書
で
〒
６
７
５
│

２
３
９
５
　
加
西
市
教
育
委
員
会

内
加
西
市
体
育
協
会
事
務
局
へ

問
合
先

同
事
務
局

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
簡
単
に

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
お
祭
り
で
す
。

日
　
時

９
月
19
日
（日）

（
雨
天
23
日
（祝）
）
午
前
９
時
〜

種
　
目

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ

ル
フ
、
そ
の
他
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

交
流
会
大
会

募
集
人
員

男
女
各
30
名

参
加
費

１
種
目
３
０
０
円

申
込
先

９
月
16
日
（木）
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

連
絡
先
を
明
記
し
て
〒
６
７
５
│
２

３
６
５
畑
町
１
８
４
│
１
野
口
睦
美

気
付
　
加
西
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
係
ま
で

問
合
先

高
田
辰
夫
（
電
話
44
│

３
０
５
５
（
午
後
８
時
〜
10
時
30
分
））

暮
ら
し
や
す
く
魅
力
の
あ
る
公

共
空
間
の
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
県
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

県
土
木
事
務
所
に
備
え
付
け
の

用
紙
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

期
　
間

８
月
16
日
（月）
〜９

月
30
日
（木）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
eb.pref.hyogo.jp/doboku

/index.htm
問
合
先

県
土
木
部
総
務
課
技
術

電
線
地
中
化
に
関
す
る

県
民
ア
ン
ケ
ー
ト

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手

帳
、
予
診
票
、
体
温
計
、
ボ
ー
ル

ペ
ン

※上記指定地区以外でも受けられます。
※接種対象年齢は、4歳未満までですが、対象年齢（生後6カ月）に
なると出来るだけ早く受けるようにしましょう。

ツベルクリン反応

8月23日（月） 8月25日（水）

8月31日（火） 9月 2日（木）

9月 7日（火） 9月 9日（木）

9月20日（月） 9月22日（水）

判定とBCG接種 地　　　区

北　条 健康増進
センター

13：30

14：00

富田・賀茂・下里・富合

九会・多加野・在田・西在田

未接種児

場所・受付時間

〜

問
合
先

健
康
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

医療機関 ＴＥＬ
安 積 医 院 46-0361
天 沼 医 院 42-3636
小野寺医院 48-3737
大杉内科医院 47-0023
おりた外科胃腸科 42-6000
小 橋 医 院 42-0412
さたけ小児科 43-1717
佐 竹 医 院 42-4057
市立加西病院 42-2200
新和会診療所 44-0225

医療機関 ＴＥＬ
田仲クリニック 42-4950
玉 田 医 院 47-0066
つつみ神経内科 45-2050
徳 岡 内 科 42-0178
西 村 医 院 49-0001
三 宅 医 院 49-0067
横田内科医院 42-5715
米 田 病 院 48-3591
みのりクリニック 49-8470

加西日本語クラス
受講生・アシスタント募集
９月から開講する加西日本語クラ
スで日本語を勉強する外国人受講
生と学習を手伝って頂く日本人のボ
ランティアアシスタントを募集します。
問合先 加西市都市親善友好
協会事務局（電話42-８７０１）

下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店まで。
問合先 下水道部（��8760・1）
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〈ママの一言〉
笑うと目がなくなり、泣くと手がつけられなくなる我が家の

娘は、お兄ちゃんが大好きです。テレビも遊びもまねっこばかり。
時々、台所のお手伝いもしてくれるチビママです。素直な女の
子になってね。 （パパ・敏尋さん　ママ・律子さん）

大塚麻子ちゃん（下万願寺町）
3歳

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成11年６月生れの乳児 ８月24日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成11年４月生れの乳児 ９月１日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成10年３月生れの幼児 ９月14日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成８年２月生れの幼児 ８月17日（水） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 ９月８日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 ９月８日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。

8月15日（日） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）
22日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）
29日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）

9月 5日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）
12日（日） おりた外科胃腸科医院（北条町・電話42-６０００）
15日（水） つつみ神経内科（野上町・電話45-２０５０）
19日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）

■ 妊婦教室と母子健康手帳の交付
８月19日（木）・９月16日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（��８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

新　着　書
〔おはなし会〕

9月11日（土）
（午後2時から30分程度）

〔休館日〕
月曜日
8月20日（金）
9月15日（水）

ブエノスアイレス午前零時（藤沢　周著）
明治無頼伝（中村彰彦著）
草原の椅子（宮本　輝著）
ブードゥー・チャイルド（歌野晶午著）
小説始皇帝暗殺（荒俣　宏著）
舞い舞い風（池部　良著）
匿名口座（クリストファー・ライク著）
殺人課刑事（アーサー・ヘイリー著）他

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

ま こ

野山の花木は伐らないようにしましょう

企
画
室
（
電
話
０
７
８
│
３
４
１
│

７
７
１
１
（代）

平
成
10
・
11
年
度
建
設
工
事
、

測
量
等
（
測
量
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
）、
物
品
の
製
造
・
買
入

れ
等
（
物
品
の
製
造
、
買
入
れ
、

売
払
い
、
役
務
の
提
供
等
）
に
か

か
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

補
充
受
付
を
次
の
要
領
に
よ
り
行

い
ま
す
。

受
付
期
間

９
月
１
日
（水）
〜
10
日

（金）
（
但
し
、
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４

入
札
参
加
補
充
受
付

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
９月７日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館３階談話室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
９月７日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館３階談話室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
９月２日（木）健康福祉民館
９月９日（木）農村環境改善センター・８月19日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談
８月26日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境課

時
（
但
し
、
正
午
〜
午
後
１
時
は

除
く
）

受
付
場
所

管
財
課

申
請
様
式

①
建
設
工
事
・
測
量
等

建
設
省
統
一
様
式
等

②
物
品
の
製
造
・
買
入
れ
等

市
指
定
用
紙
（
一
部
２
０
０
円
）

提
出
方
法

持
参

問
合
先

管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

平
成
12
年
４
月
採
用
の
職
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

平
成
12
年
度
採
用

加
西
市
職
員
募
集

職
　
種

助
産
婦
及
び
看
護
婦
（
士
）

採
用
予
定
人
数

５
名

受
験
資
格

昭
和
50
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、
助
産
婦

又
は
看
護
婦
（
士
）
の
免
許
を
有
す

る
も
の
又
は
平
成
12
年
３
月
31
日
ま

で
に
各
々
の
免
許
を
取
得
見
込
み
の

者受
験
手
続
に
必
要
な
も
の

・
受
験
申
込
書
（
病
院
所
定
）

・
受
験
票
（
病
院
所
定
）

・
最
終
学
校
の
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
証
明
書

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

・
助
産
婦
又
は
看
護
婦
（
士
）
の

免
許
取
得
者
は
各
々
の
免
許
の
写

し
（
但
し
、
平
成
12
年
３
月
31
日

ま
で
に
各
々
の
免
許
を
取
得
見
込

み
の
も
の
は
不
要
。）

受
付
期
間

８
月
16
日
（月）
〜
８
月

31
日
（火）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
郵
送
に

よ
る
受
験
申
込
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

本
人
又
は
代
理
人
が
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

試
験
日

筆
記
試
験
・
面
接
試
験

９
月
６

日
（月）

於
・
市
立
加
西
病
院

申
込
・
問
合
先

市
立
加
西
病
院

事
務
局
管
理
課
管
理
係
（
電
話
42
│

２
２
０
０
）
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募
集
締
切

９
月
２
日
（木）

第
1
次
試
験

９
月
19
日
（日）

募
集
人
員
、
受
験
資
格
等

●
警
察
官
Ａ
（
約
45
名
）
昭
和
44

年
４
月
２
日
〜
同
53
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
４
年
制

大
学
既
卒
の
人
及
び
平
成
12
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
警
察
官
Ｂ
（
約
40
名
）
昭
和
44

年
４
月
２
日
〜
同
57
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
で
Ａ
以
外

の
人
（
平
成
12
年
３
月
短
期
大
学
、

高
等
学
校
等
卒
業
見
込
み
者
を
含

む
）

●
婦
人
警
察
官
Ｂ
（
約
10
名
）
昭

和
44
年
４
月
２
日
〜
同
57
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子
で
４

年
制
大
学
以
外
を
卒
業
し
た
人
及

び
卒
業
見
込
み
の
人
（
平
成
12
年

３
月
短
期
大
学
、
高
等
学
校
等
卒

業
見
込
み
者
を
含
む
）

問
合
先

加
西
警
察
署

（
電
話
42
│
０
１
１
０
）

警
察
官
募
集

お
年
寄
り
の
専
用
居
室
等
が
必

要
で
自
費
で
整
備
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
に
、
高
齢
者
住
宅
整
備
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
　
象

市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
60
歳
以
上
の
親
族
と
同
居
ま

た
は
同
居
し
よ
う
と
し
て
い
る
方

で
、
か
つ
前
年
度
ま
で
の
市
税
を

完
納
さ
れ
て
い
る
方

貸
付
金
額

２
０
０
万
円
以
内

受
付
期
間

９
月
１
日
（水）
〜
10
月

29
日
（金）

申
込
先

高
年
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
２
４
）

対
　
象

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
者

内
　
容

補
装
具
（
補
聴
器
）
交

付
・
修
理
の
適
合
相
談
な
ど
を
県

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
が
お
こ

な
い
ま
す
。

と
　
き

９
月
28
日
（火）

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で

と
こ
ろ

健
康
福
祉
会
館

２
Ｆ
　
研
修
室

身
体
障
害
者
移
動
相
談

お
貸
し
し
ま
す

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

申
込
・
問
合
先

９
月
24
日
（金）
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
電
話
42
│
８
７
２
５
）
へ
。

日
　
時

９
月
５
日
（日）

午
後
２
時
45
分
〜

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

入
会
金
３
０
０
円

会
　
費
８
０
０
円

※
今
回
の
み
の
方
は
、

３，
０
０
０
円

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

東
播
磨
７
市
７
町
か
ら
25
団
体

２
５
０
名
の
伝
統
芸
能
愛
好
家
が

加
西
市
に
集
い
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
。

日
　
時

９
月
19
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
無
料

問
合
先

教
育
委
員
会
芸
術
文
化

課
（
電
話
42
│
８
７
７
５
）

兵
庫
の
ま
つ
り
│

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
参
加
事
業

東
は
り
ま
伝
統
芸
能
祭

加
西
お
や
こ
劇
場
例
会

人
形
劇

「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」

＝
人
形
劇
団
ど
む
な
ら
ん
＝

主
な
対
象
者

平
成
11
年
４
月
１

日
に
お
け
る
戦
没
者
死
亡
当
時
の

三
親
等
内
親
族
で
、
平
成
７
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
11
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
公
務
扶
助
料
等
の
受

給
権
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
。

支
給
内
容

額
面
24
万
円
、
６
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

平
成
11
年
４
月
１
日

〜
平
成
14
年
３
月
31
日

請
求
窓
口

社
会
福
祉
課
地
域
福

祉
係
（
電
話
42
│
８
７
２
５
）

対
　
象

次
の
い
ず
れ
の
恩
給
も

未
請
求
で
、
公
務
員
の
年
金
を
受

給
し
て
な
い
人

●
普
通
恩
給
…
軍
人
在
職
年
が
12

年
以
上

●
一
時
恩
給
…
軍
人
実
役
が
引
続

き
３
年
以
上

●
一
時
金
…
軍
人
実
役
が
３
年

以
上

手
　
続

社
会
福
祉
課
に
備
え
て

い
る
「
履
歴
申
立
書
」
又
は
手
紙

に
終
戦
当
時
の
本
籍
地
、
現
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
軍
歴
、
公
務

員
期
間
の
有
無
な
ど
を
記
入
し
、

直
接
終
戦
当
時
の
本
籍
地
都
道
府

県
の
援
護
担
当
課
へ
提
出

問
合
先

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
電
話
42
│
８
７
２
５
）

軍
人
恩
給
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

終終終終戦戦戦戦当当当当時時時時引引引引揚揚揚揚者者者者のののの皆皆皆皆様様様様へへへへ

●終戦後、外地から引き揚げてこられた方々が、上
陸地の税関、海運局に預けられた通貨及び紙幣。
●外地の集結地において、総領事館等に預けられた
証券等のうち、日本に送還されたもの。
問合先 姫路税関支署管理課（電話0792-35-4571）
※返還の申し出は、本人だけでなく、家族の方でも結構です。

税関では、お預かりしている次の通貨及び証券等をお返ししています。

�使用期間は9月20日（月）までです。
�交付申請を行っていない方も早めにお済ませください。
�申請場所 加西市役所

企画室（3階）
�問 合 先 電話42-8700

（企画室）

地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!地域振興券の使用期限迫る!!
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日
　
時

９
月
６
日
（月）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

受
　
付

午
前
９
時
〜
12
時

場
　
所

加
西
市
農
協
賀
茂
支
店

修
理
内
容

包
丁
・
ハ
サ
ミ
・
靴
・

洋
傘
・
そ
の
他

問
合
先

加
西
市
く
ら
し
と
生
活

を
守
る
会（
環
境
課
電
話
42
│
８
７
３
１
）

失
業
や
休
・
廃
業
及
び
長
期
入

院
等
の
理
由
に
よ
り
、
所
得
が
著
し

く
低
下
し
た
た
め
、
納
期
毎
の
納
付

が
困
難
な
方
に
対
し
、
納
付
方
法
等

に
つ
い
て
相
談
い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間

８
月
16
日
（月）
〜
27
日
（金）

相
談
税
目

市
県
民
税
、
固
定
資

市
税
等
の
納
税
相
談

│
物
の
命
を
大
切
に
│

再
生
修
理
会
の
お
知
ら
せ

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

な
お
、
相
談
は
本
人
か
家
族
の

方
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
相
談
に

は
印
鑑
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。

問
合
先

税
務
課
収
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
４
）

土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
き
、

加
西
市
井
ﾉ
岡
･
大
坪
土
地
区
画

整
理
事
業
の
事
業
計
画
変
更
案

（
第
１
回
）
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

方
は
、
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

８
月
17
日
（火）
か
ら
８

月
30
日
（月）
ま
で
（
土
、
日
曜
日
は
除
く

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）

縦
覧
場
所

都
市
建
設
部
開
発
整

備
課 事

業
計
画
変
更
案

の
縦
覧

受
付
・
問
合
先

農
林
共
済
課

（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

水
辺
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
た
め
池
の
明
日
を
考
え
る
―
豊
か
な

自
然
と
文
化
を
未
来
に
伝
え
る
た
め
に
」

日
　
時

８
月
28
日
（土）

午
後
１
時
か
ら
５
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

内
　
容

講
演
・
報
告
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

た
め
池
の
観
察
会

新
田
池
・
玉
丘
古
墳
・
長
倉
池

で
水
辺
の
生
き
物
達
を
詳
し
く
解
説

日
　
時

８
月
29
日
（日）

午
前
10
時
〜
12
時

集
合
場
所

健
康
福
祉
会
館
駐
車
場

参
加
費

無
料

問
合
先

環
境
課（
電
話
42
│
８
７
３
１
）

水
辺
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
＆

た
め
池
観
察
会

意
見
書
提
出
期
間

８
月
17
日
（火）

か
ら
９
月
13
日
（月）
ま
で

意
見
書
提
出
先

〒
６
５
０
│
８

５
６
７
　
神
戸
市
中
央
区
下
山
手

通
５
丁
目
10
番
１
号
　
兵
庫
県
ま

ち
づ
く
り
部
市
街
地
整
備
課

問
合
先

都
市
建
設
部
開
発
整
備

課
（
電
話
42
│
８
７
５
４
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
係

る
農
用
地
区
域
に
住
宅
な
ど
を
建

築
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
農
用
地

区
域
か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
圃
場
整
備
事
業

の
行
わ
れ
て
い
な
い
農
地
の
除
外

申
請
は
随
時
受
付
。

受
付
期
間

８
月
23
日
（月）
〜
９
月

14
日
（火）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

平
成
11
年
度
農
用
地

区
域
の
除
外
申
請
受
付

お く や み

藤部　房治 84 房　夫 横　尾
大崎　正一 84 博　史 福住東
嵐倉　　仁 52 基 西野々
丸山とみゑ 86 嘉　郎 国　正
大西　宇市 92 博　文 東横田
金澤　米一 65 裕　和 上道山
柏木まさ江 96 正　美 下若井
浅場　　巍 60 作　幸 国　正
本玉　三郎 52 大　悟 玉　野
森脇しづゑ 90 いく子 殿　原
古角つるゑ 90 照　文 西横田
垣内まさゑ 95 武　夫 谷
山田　せい 82 日出夫 山　枝
柏原　久弘 77 季　男 東剣坂
椿　　　覚 50 みえ子 女鹿山
岩　　兵次 88 勝　也 尾　崎
宮　とみ子 73 政　博 野　条
後藤　惠照 87 学 住　屋
山本　宏志 52 岡本惠美子 東高室
下村　國松 80 義　明 中　野
高田ため子 83 幹　雄 別府東
井上　靜子 75 きぬゑ 横　尾
岩佐すゑこ 77 幸　雄 西横田
菅野　種治 89 忠　彦 繁　昌
小倉かづゑ 79 政　弘 玉　野
後藤　裕康 71 浩　二 坂　元
古家みゆき 98 淳 坂　本
井上　一夫 92 正 田　谷
吉岡かづゑ 77 孝　司 繁　昌
國田　正子 77 博　美 上万願寺
西川清太郎 95 榮　一 朝　妻
後藤　幸治 77 實 上若井
金子　幸子 52 勲　人 鶉野中
村田　高治 80 利　明 西　長
藤井　次男 69 一　宏 田　谷
柴田こため 87 清 常　吉
片岡　壽雄 73 小泉義典 小印南

�お詫び
先月号に故豊田文様（84歳・山

下町）がもれておりました。ご冥福を
お祈りいたします。
※市外で死亡届を提出された方で「お悔
やみ」に掲載を希望される方は秘書広
報課（��8701）までご連絡ください。

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（７月31日受付分まで・敬称略）

死亡者 年齢 喪主 町名

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○東剣坂町 柏原　秀男 10万円
○戸田井町 東郷　　功 30万円
指定預託
☆加西ボランティア協会へ

○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○笹倉町 高橋　　清 2万円
○北条町横尾 水田美智子 2万円
○�本陣従業員一同　 2万525円
○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

（ラヴィかさい在宅支援センターへ）
○匿名 3万5千円
○山下西町 三木　哲郎 10万円

善意の花束
一般預託
○曹洞宗寺院一同 10万6,673円
物品預託
○山下弘文（東京都）

交通安全反射ベスト 362枚

（受付順　敬称略）

市内で作る製品や商品を買いましょう。
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H11.8.1現在（前月比）
人　口／ 52,600（－15） 世帯数／ 15,807（＋ 8）
男　／ 25,557（－ 2） 女　／ 27,043（－13）

66
西アフリカ原産の園
芸種です

葉
や
茎
に
ふ
れ
る
と
、
い
や
な

に
お
い
を
発
す
る
の
で
こ
の
名
が
付

い
た
落
葉
木
で
す
。

し
か
し
、
若
葉
は
古
く
か
ら
あ

え
も
の
な
ど
に
す
る
山
菜
と
し
て

好
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
一
度
湯
が

く
と
臭
み
が
取
れ
、
春
の
山
菜
の

中
で
も
特
に
珍
重
さ
れ
る
も
の
の

一
つ
で
す
。

夏
季
の
暑
い
盛
り
に
、
白
色
で

淡
紅
を
お
び
た
雄
シ
ベ
、
雌
シ
ベ
が

長
い
美
し
い
花
を
開
き
ま
す
。
遠

く
か
ら
か
ぐ
と
、
ユ
リ
の
よ
う
な

よ
い
香
が
し
ま
す
。

行
き
す
ぎ
て

く
さ
ぎ
の
花
の

匂
ひ
け
り
（
富
安
風
生
）

秋
に
は
紅
紫
色
に
色
づ
い
た
ガ

ク
の
上
に
、
つ
や
や
か
な
青
色
の
果

実
が
つ
き
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www.hyogo. com / kasai

市民教養講座　受講生募集

シシシシテテテティィィィーーーーカカカカレレレレッッッッジジジジ加加加加西西西西
場　所 コミュニティセンター
対　象 18歳以上の社会人
受講料 5回で2000円
締　切 8月31日（火）
申込先 教育委員会生涯学習課

（電話42-8772）

市県民税・国民健康保険税（第2期分）
個人事業税（第1期分）の納期限は

8月31日（火）です。
納期内完納にご協力お願いします。

◆問合先 税務課（電話42-８７１２）
個人事業税は兵庫県社財務事務所
課税第１課（�０７９５-42-５１１１）

平成11年度

総合開会式
期日 10月3日（日）8：30～
場所 加西球場
（雨天：勤労者体育センター）
各種競技 ※右表参照
申込先 〒675-2395 加西市
体育協会事務局（電話42-8773）
締切り 9月6日（月）
◇各競技大会の要項及び参加申
込書は、市教育委員会及び各
公民館にあります。
※軟式野球は9月10日（金）18：
30～19：00コミセン2階視
聴覚室に持参。
※グラウンドゴルフ大会、ター
ゲットバードゴルフ大会は、
若干の当日参加も可。

No. 大会名及び主管
第29回町対抗家庭バレーボール大会

（バレーボール協会）

期　日 場　　所 備　考
雨天時は市内各学
校体育館を使用市民グラウンド10月3日1

第28回市長旗争奪野球大会
（軟式野球協会）

加西球場、市民グラウン
ド、三洋グラウンド他

9月26日・10月3日
10月10日・17日2

第30回親善サッカー大会
（サッカー協会）

北条高グラウンド
アクアスかさい 他

9月26日
10月3日・11日・17日3

第33回市民卓球大会
（卓球協会） 勤労者体育センター9月26日4

第33回市民ソフトテニス大会
（ソフトテニス協会）

雨天時は
10月10日加西テニスコート9月26日5

第30回市民空手道大会
（空手道協会） 北条中武道館10月3日6

第32回市民柔道大会
（柔道協会） 北条高柔道場9月26日7

第23回少林寺拳法演武会
（少林寺拳法協会） 北条東小体育館10月3日8

第24回市民バドミントン大会
（バドミントン協会） 北条中体育館10月3日9

第25回市民剣道大会
（剣道連盟） 北条小体育館10月17日10

第17回市民硬式テニス大会
（テニス協会）

雨天時は
10月17日加西テニスコート10月3日11

第6回市長杯地区対抗ゲートボール大会
（ゲートボール協会）

雨天時は
すぱーく加西ハイツグラウンド10月3日12

第10回市長杯グラウンド・ゴルフ大会
（グラウンドゴルフ協会） 雨天決行いこいの村はりま

芝生広場10月3日13

第8回市民ターゲットバードゴルフ大会
（軽スポーツ協会） 雨天決行多目的グラウンド

（加西球場隣）10月3日14

1 男女共同参画のまちづくり
高齢化時代の生きがい
インターネット体験
加西学（歴史）
どこかへ行こう

2
3
4
5

受講生が考えた講座内容

みてね!

9月5日（日）NHK大河
ドラマ「元禄撩乱」の中
の元禄紀行のコーナーで
加西市（久学寺、礒部神
社など）が紹介されます。
是非ご覧ください。

お知らせ


